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遜　俗　講演
最近十年間の天文學の進歩
　　　　（去十月十八H大阪毎日講堂に於ける本會創立浦十年記念講演）
　　　　　　　　曾長　理學博士　　山　　諏　　一　　溝
　大正九年の秋，我が同好會は天文學の了解を深めるといふ目的で創立さ
れたものであります．其の頃，凱に我々は天文學として可なり豊富な内容
のものを持ってるましナこ．そして其れの正しき了解と普及とを目指しナこの
でありましナこが，共の後，今日まで満十ケ年の聞に，我々の不勉張を尻目
にかけて，わが天文肇は非常な進歩獲達を逮げましナこ．私は此の講演のた
め虚日前から簡軍な原稿を作りましたが，回れを秩序立て・見ますと，十
年間の新知識は天文學の殆んど総ての方面にわたって，根本的に鍵革を起
して居ることが明らかになり，今夏ながら驚きましナこ・創刊以來のし天界「
は，クラシカルな天文學だけでなしに，十年忌の此のスバラシイ進歩の天
文學を其の都度々々，なるべく忠霊に迅速に報道しやうとヵめナこ記録であ
ります。從って此のL天界「を一昔し前の第一號から讃んで下さつナこ方々は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑごく十年前の書物に全く書いて無かつナこ多くの新事實を御三得になつナニことを，
御承知下さると思ひます・
　さて，私は今こ〉で，本會員以外の方々も多言おいでになることと思ひ
ますから，過去十年開の天文學上の，ごく重要な事ばかりを一通り申し述
べることに致し，幻燈謁を以って，言葉の足りない所を，時々，補ひたい
と思ひます．
多くの天騰の中で，我々に最も關係の深い太陽系の，その構造の黙から見
て，過去十年聞には正大な高見が少なからずありましナこ．申にも，大事件
中の大事件は，今年の初めから全世界の評判になってみる超海王星プル1
5の獲見であります。海王星のあちらに未知の遊星があるといふことは・
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第十九世紀末からの問題でありましナこ．今世紀になってからも此の問題は
創る理論家kちの研究をそ〉り，共の研究論文が獲表される毎に，幾多の
論議と，熱心な観測捜索とが行はれたのでありますが，何れも風趣までは
：失敗でありましナこ．去1915年にロ1エル氏の論文が出ましナこ時も，多くの
人，々は『叉か！』といつナこやうな心持ちで，もはや余り相手にしませんでし
ナニ．そして翌1916年にロ1エル氏が死んだのですが，激種の學術雑誌に載
せられナこ弔辞の中にも，ロ1エルの遊星表面の研究に關する功蹟は多くの
人に稻へられましナこけれど，超海王星に關する論：文は皆ごくアツサリと取
り扱つナこに過ぎませんでしナこ．それから1919年頃から1928年頃まで，W．H．
ピヶリング氏が又此の超海王星の研究を盛りi返し，前後撒：年にわナこって幾
つかの論文を書きましナ；．共のナこめ1928年の初めには米國ヤ1キ1ス天文
皇で，例の勉強家のブンビ】スブルツク氏が此のピクリング氏の星を捜索
しナニことが，日本に誤り傳へられて，一時，人を騒がせましたが，後に眞
相が分って多少失望した人がありましナこ．しかし，之れは頭から相手にし
ない向きもありましナこ．
　ところが，今1930年の三月中旬になって，ボストンからの新聞電報は突
如として新遊星の獲見を傳へ，同時に，嚢見はロ；エル天文憂に於いて，
vlエル氏の論：文に基く組織的捜索の結果だと知れナこので，人々の驚きは
大攣なものでありましナこ・光度が15等級だと言ふので，多くの観測者は尻
ごみをしましナこが，流石にヤ1キ1ス，リク，ノ・イデルベルビ，ベルゲド
ルフあたりの天文嚢で，自慢の大望遠鏡を持ってるる向きは，聞もなく此
の新遊星を捕へましナこ．我が日本でも京都の花山では強力な二嚢の反射望
遠鏡によって之れを撮影しましナこ．
　此の新遊星が焚見されて暫くの間，多くの激理天文家が競孚的に軌道の
研究を働みましたところ，星が遠いナこめ，日々の蓮動が緩く，ために，圓
形から双曲線に至るまでのあらゆる軌道が算：出せられ，一時はL超海王彗星
ではあるまいか！？nなどと言ふ説が出たりして，多少の混霞しに陥りましずこ
が，五月越至り白國ユクル天文塁で1927年前爲眞像が獲見され，訳いで19
19年の像が丁丁ヰルソン山で見つかり，又，ヤ1キ1スでは1921年と1927
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年の爾年度の爲眞像が見つけられナこものですから，理論家のナこめには非常
に喜ばれ，さしも錯雑しナこ軌道論孚も一一fiされて，クロンムメリン老や，
カリフオニァ大回の人々により，實に見事な楕圓軌道の要素が決定されま
した．其れによりますと，此の遊星の公轄週期は250年弱，太陽からの李
均距離は39軍位余，傾斜角は170，離心率はO．25でありまして，今まで知ら
れてみる八大遊星と著しく一致しない鮎も勿論ありますが，それでもP1
エルの弁論と可なり良く合ってみる超海王星であることは否まれません．
ナこN“光度がロ1エルの豫言より三級も弱く，從って星の直面や質量が意外
に小さいため，天膿力面上，未だ可なり深刻な問題を持って居りますが，
之れは近い將來の研究者の好題目となりませう．
　此の新遊星　　　飢にLプル1ト「と言ふ名が與へられました　　　の獲
見によって，昔しからの有名なボiデの法則が全く落第して了ひ，其の代
り，英國のジ1ンス博士の天艦莚化論が釜i々強い地盤を與へられましナこ・
　小遊星の新獲見が年を追って釜々盛んなことは言ふまでもありません，
十年前には確認されナこ小遊星は糺800でありましナこが，今は其れが約1200に
増しました．そして共の巾に，東京や京都で獲見されナこものも若二Fありま
すことは吾々として愉快であります・（花山では此の近臣來新小遊星らしい
ものを四つ五つ見つけましナこ）
　新しい多頭の小遊星の中には，軌道の形の特殊な珍らしいものも少なく
はありません．例へば（944）ヒダルゴ星は週期13年余，離心率0．65，傾斜角
430といふ飛び離れ者でありますし，又，（1036）グニメド星は（719）アルバ
1ト星や（887）アリンダ星等と一族をなす：大離心率のもので，從って，或る
揚合にはエロス程近く我が地球へ近づいて來るものであります．叉，今19
30年一，月に畿見されましナこBHといふ星は久しぶりに見付けられナこしトv
イ「群の小遊星であります．
小遊星の軌道研究について最近十年間に重要視せられるやうになりまし
ナこのは李山清次博士のものであります．卒山氏は1920年頃から小遊星の軌
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道の性質に証する綿密な研究を試みられ，1922年には5種の軌道族を煎豆
されましナこが，共の後釜々此の研究を進めて，最近此の軌道族は10種に暦
し，之れに属する小遊星は総数200を越えて居ります．李山氏は之れ等の研
究により，小遊星の獲生に倒する班論を構i成せられましナこが，之れは全世
界の天文一等に於いて大なる賞讃を博して居ります．
　小遊星と同様，彗星の護見も近年頗る眼ざましい成蹟を墾けて居ります．
同好會の創立當初より今日に至るまで彗星の獲見されたものは約60個であ
りまして，中にも1925年の如き，一年聞に12個の獲見記録がなされて，以
薗の1898年の記録を破りましナこ．此の60個の彗星の中で，約掌激が既に知
られて居ナこ週期彗星の再出であることは，近年，」ド命家の研究と，槻測者
の努力とが殆んど完全の域に達して居ることを示すものであります・この
十年間に我が日本に於いて七回の彗星獲見が行はれナこことは愉快でありま
す・（今年4月，原田参太郎氏がバイエル彗上の羽立畿見を致し弔しナこ・）只，
しかし此の中で眞正の嚢見として永久に礁尽せられるのは，1919年の佐々
木氏と，1920年の伝馬氏とであるのは多少物淋しく感じます・
　近年鶴見されナこ彗星の中には，いろいろ特異なものも無いではありませ
ん．例へば，護雪後5年聞も目測し績けられてるるステアンス彗星（1927d）の
如き，又，離心率が0．10であるシブヌマン彗星（1927」）の如き，叉，驚くべ
き近距離へ接近して來ナこヰンネケ彗星（1927c）や，シブスマン彗星（1930d）
の如き，叉，白書にも太陽と相並んで人々を驚かしナこスクレルプ彗星（192
7k）の如き，皆永く人の印象に残るものであります．只，最近年聞，191
0年の・・レイ彗星や，1914年のテラブン彗星の如き曲型的な魅力のある彗星
が一つも現はれなかつナこことは，珍らしい除外例であります．
　天膿蓮動の撒理的研究の方面では，イタリヤや北歓の数學者が一般の三
艦問題を研究し，デンマルクのストロエムグレン氏が制限運動論を研究さ
れて居るほかに，例のアインシタインー派の人々が新しい丁丁によって天
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膿の蓮動論を研究して居るのがありますが，相封原理は他にも關係があり
ますから，後の部へ譲りませう．
　もっと實際問題として，英國のサムソン氏が木星の四大衛星の蓮動を研
究して，一大論文を獲表されたのは注口すべきことであります．
　又，近年は軌道計算法に陣すゐ議論が英國のマ1トン氏やクロムメリン
老等によって行はれ，罵れと繭後して，此の方面の標準書が幾つも出版さ
れましナこ．1923年頃に，ブリシヤウフの著書の第三版が出版され，それか
ら最近になって，バウシンガ1著の第二版，ス1・ラク氏の新著等が現はれ
ました．此等は皆クラシカルな濁逸流の書かれてある著書ですが，今年に
なって，米國のクロ1フオド氏の軌道計算法が出版されましナ：．呵れは勿
論，佛米流の學派に属するもので，注目すべきものです．とにかく，此等
の新著によって軌道論の實際的方面は急に賑やかなものとなりましナこ．
　つぎに，球面天文學の方面でも可なり著しい進歩がありましナこ．日食や
月食が十年聞に幾度も行はれましナこが，問題は多く物理的なものでありま
すから，之れ又，後にゆづりませう・
　日月食の類似現象として，水星の太陽面経過が十年聞に二度ありました．
1924年五月八日と，1927年十一月十日とで，共に東洋方面で見えナニ筈であ
りましナこが，多くは曇りで槻測は余り成功しませんでした．只，私が1927
年に野選へ出張して行った襯測は幸ひ好晴に恵まれて，申し分なく，やり
途げましナこ．
　恒星の掩蔽は日常度々あることですが，ジミな仕事なので近年までは多
くの人が観測を怠って居りましナこ・ところが，後にも述べます通り，地球
の自縛問題から，此の種の観測が重要覗され，最近二三年以來，之れを観
測する人が世界中に多くなりましナこ．
　天文學の實際的方面に於いて，無線報時を實行ずる天文璽が噺然多くな
りましナこことは，何と言っても，一つの眼ざましいエボツクであります・
同好會の創立丁丁は，無線報時をする天文憂は全世界に十ケ所余りに過ぎ
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ませんでしナこ．日本の銚子局を通じて東京天文台が1912年から電波を放解
しナこのは世界中でも早い方でしナこ．ところが最近十年間に此の種の報時は
全世界を通じて殆んど60ケ所で行はれ，一日中，殆んど何時でも，精確な
時刻が受信されるのやうになつナこのは流石にLモダン天文墨「の功徳であり
ます・無線によって経度の測量も行はれるやうになりましたが，之れは後
節にゆづります．
　無線電話，即ち所謂ラヂオが一般耐：會に行はれ始めナこのは，日本では19
25年から，軍門でさへ1922年からであります．從って此の方法で正：しい時
刻が放逡せられるやうになつナこのも誠に新しい事であります．
　1925年の年頭から天文塵界では永く使ひ慣れてみた時刻制を改めて，一
般枇會の常用li寺を用ゐ，叉，　L宇宙時「（U・T）といふ名の下に，グリニチ天文
毫の常用時を廣く用みるやうになりました・干れは，一些事のやうであり
まずけれど，實際は大改革であります・保守派の天文家は今でもプッブツ
言って居ります．そして，共のナこめ，ユリウス麺日だけは，叉，元に戻し
て，グリニチの夜掌から測ることにして了ひました．
　Ai　一・つ實際的な天文關係事項は暦法の問題であります・我が同好會が創
立された頃，EPち世界戦孚が終つナこ頃，從來世界中に行はれてるナこ多くの
暦は姿を清しましナこ．例へば，ロシアやギリシャあナこりのユリウス暦，支
那の太陰暦等，皆改められて，グレゴリ才暦に合流しました．之れは誠に
爽快な事でありましtc・只，マホメト尋者が古製からの太陰暦を固守し，
叉，ユダヤ民族の一部が宗教的信念から猫特な太陰暦を使ってみるのは，
寧ろ珍らしいことです・
　ところが，今から二：三年前，勢農・シアが一種排日な太陽暦を使ひ始め
ましfこ・尤も一年中の日数などは，當分のうち，我々のグレゴリオ暦と同
じでありまして，千年も経つナこ後に一日だけ違って來るに過ぎませんが，
一一Nを小さく嘔噂する方法が異なり，叉，七日～週の代りに五日一週を使
って居りまt．之れは大攣な横紙破りであります．暦のやうな，國際的な
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ものは萬國共通なものを理想とします・從って，大勢に合流することは非
常に望ましいことでありまずけれど，九とひ何等かの理由カミあるにせよ，
違った暦法を用ひ始めるがためには，是非，他の大多激の國々と協議して
意見が一致しk後に，皆一高に實行ずる日を待つべきものであります．
　今日，世界の大多敷の砂面はグレゴリオ暦を用みて居ります．しかし勿
論此の暦法とて，決して完全なものではありません．誰でも氣のつく敏鮎
を言ひますれば，一・年365日叉ぱ366日を12ケ月に分けナこがナこめ，毎月の日
数に不卒等があること，最大は31日から最小28日までの種々の月が不規則
に配列してみること，毎年の同じ日附けや，毎月の同じ日が，同じ七曜を
繰り返さないこと等であります，其の他いろいろの研究題目がありますが，
馨れ等を研究して，最も合理的な改暦法を考案し，世界全般の便盆を得や
うとして，1919年から：先づ國際天文同盟では特別委員會を開き，研究しま
しナこが，天：文家の意見を附して，1925年以來は，國際聯盟の中の改暦委員
會に移されましナこ．今は其れまでになって居ります・今年夏，カナダから
カツヲースなる人が我が國に來られ，東京方面に於いて改暦問題の宣傳を
行ひ，九月末ジエネーヴへ出獲されましナこが，之れは同氏が國際聯盟の改
暦委員の一入だからであります・
　改暦の實は今爾ほ塞げられませんが，上に述べまし7こ通り，過去十年間に
改暦法の研究は可なり熱心に行はれたものであります．此の問題は我が國
の人士に未だ充分熱心に了解されてみない嫌ひがありますのは湛だ遺憾で
あります．何とかして此の重要問題が我が國民聞に親しく研究せられ，全
世界の生活プログラムの合理化に努力しナこいものであります．（っN・⇔
　　　　　　　　天界一月號はグラフィカ號
　去る評議員直ならびに総會での御希望により，わが天界は今後短年一月
號と七月號とをグラフィク式の特別編輯と致します・その最初の試みは回
る一月號（駈る十二月二十五日嚢行）です．御待ち下さい・
　但し此の號に限り，會員以外には一冊金50鏡で御分けします．
